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保育のώント ʙՊֶする心を育Ήʙ 

保育のώントʙ「Պֶする心」を育てるʙ
好奇心ʗֶߍ法人ΖりΆっֶ園 ΖりΆっ幼ஓ園（ٶݝ）

子どもたちからҲれ出る好奇心は、保育のॆ実や࣭の向্のखがかりにな
ります。

また、ओ体性のཁにもなり、ຬするまでফえることはなく、子どもたち
の༡ͼのల開のݪ動ྗになります。

今回は、大豆に出合った子どもたちの好奇心にدりఴう保育ల開により、
子どもたちに「Պֶする心」が育まれ、保育者にとっても子どものを
ଊえた保育の方向性を明らかにすることに繋がった事ྫです。

事前の様子

Ҭの“;るさと෮興プロδΣクト”にऔりまれている0さんと出合い、園֎のാでもഓ׆動をする子どもたちは、自分たちで
育てるࡊをܾめ、作りをߦい、ࡊのछやබをങいにߦくなど、「こんなࡊを育てたい」という思いをもち、意欲తに؍
。っているߦりをݣऔり、ਫ、

「大豆に出合う」ʗ�݄ʙ

ΤμϚϝのऩ֭をָしみ、ΤμϚϝをखにとって「毛がある！」「実がらんでいるね」など、ؾいたことをしていると、
「あれっ！？こっちのΤμϚϝރれているよ！」と、৭くなっているΤμϚϝを発見した"ちΌんが言った。

そこで、0さんが৭くなったࢬ豆のさやを開け、தの豆を見せて、「これは大豆だよ。この大豆が豆とか༉༲げとか、いΖい
Ζなものにม身するんだよ」としてくれた。

と、好奇心が༳さぶられた子どもたちは、ૣ、ֆຊのίーφー「？どうしたらม身するんだΖう」「れると大豆になるんだރ」
で大豆や豆のຊを見けて、「大豆は何にม身するのかな？」「ԫคも作れるんだ」「納豆もできるんだね」と調べてし合って
いた。

「どうしてߗい大豆が、ೈらかい豆になるのかな？」ʗ��݄ʙ

��݄になり、վめて大豆のऩ֭をし、さやから大豆をऔり出す作ۀをߦった。大豆のさや
はߗく、「ߗーい！」「खが௧くなるよ」「தの豆もߗいよ！」と、豆をऔり出すのにۤ࿑
していた。そのதで、#ちΌんが、「どうしてߗい大豆がೈらかい豆になるのかな？」と
言うと、"ちΌんが「調べてみよう」と言い、豆の作り方が載っている『へんしん　だい
ずくん』（मɿதࢁষ子、ߥढ़ޫ΄か、ࣸਅɿӿຊޭ、ֆɿݹౡສཧ子ଞ、出൛ɿͻさ
かたνϟイルド）というຊを見けた。大豆をҰ൩ਫにਁけて置くとॻいてあったので、ਫ
にਁけるとどうなるのかやってみることにした。

「！で௵れるࢦ」の日、「大豆、大きくなってるよ」「͓豆、γϫγϫになってきた」࣍
「大豆は͓ਫにೖれると大きくなるし、ೈらかくなるんだね！」とؾいたことを言い合
い、࣍ୈに知りたいことが分かってきた。

納豆を作Ζうʗࡀ�児



「納豆ەを見てみたい！」

大豆のຊが好きで様々なֆຊを見ていた子どもが、『しΐうたとなっとう』（ݪҊɾमɿখઘ、ࣸਅɾจɿͻΖ子ɾ
༤、出൛ɿϙプラࣾ）というֆຊをಡんで欲しいと持ってきた。ଞの子どもたちも興味をもち、みんなでָしんだ。ֆຊのதに࣏
「藁にはには見えない納豆ەがॅんでいて、大豆を納豆にม身させるŉとॻいてあった。「納豆ە見てみたいな」「৯べてみた
い！」「ຐ法みたいだね」とになった。「もちถのഓ、ऩ֭、ࠄ」する̑ࡀ児の姿をଆで見ているࡀ�児にとって、藁は身
ۙなであったので、保育者は、興味をもった子どもたちで納豆の୳究ができるよう、環境に藁や大豆、ֆຊや図ؑを४උした。

ૣ、子どもたちは納豆について調べ、「ຊに『には見えない』とॻいてあったが、納豆ەがいるなら見えるのではないか？」
と、藁を見たり৮ったり、ંってみたり、Իをฉいてみたりと、ߟえたことを試していた。「納豆ە、どこにいるのだΖう？」「納
豆ەがいるのにどうして（藁は）ωόωόしてないの？」「大豆もωόωόしてないしね」「どうしたらωόωόするのかな？」な
どとし、৽たなٙをもった。

「納豆を作Ζう！」

の日、「どうしたらωόωόになるか調べてきたよ」「納豆のຊにもॻいてあったよ」と調べてきた子どもが、イキイキしたද࣍
でใࠂしてきた。

調べて分かったこと

納豆ەは茹でた大豆が好き

茹でた大豆をೖれると納豆ەがؾݩになる

大豆はҰ൩ਫにਁけてೈらかくしてから茹でる

藁ͮと（藁で作るೖれ）の作り方

藁に茹でた大豆をೖれたら温かくして�日置いて͓く

調べて分かったことやߟえたことをやってみる

藁ͮとを作るʜ「ਫかけると藁の匂いがする」「͓ਫγϡογϡοすると、藁がॊらかくなる
ね」

大豆を茹でるʜ「͓豆がགྷってるみたいだ」「温ઘにೖってるみたい。ؾ持ちいいーって言っ
てる」「ϙοプίーンみたいな匂いがする！」

茹でた大豆を藁ͮとにೖれるʜ「どうなるんだΖうね。ָしみだな」「ωόωόするかな͊」

�日後、藁を開けるʜ納豆になっているかϫクϫクしながらで見て、৮って、匂いをかいで
みる。
「白くなってる」「納豆の匂いちΐͼっとする」「えー！？する！？」「ωόωόしてない
よ」などと、感じたこと、思ったこと、ߟえたことを伝え合った。そして、どうして納豆にな
らなかったのかߟえ合い、৸かしりないので、もうগし置いて͓くことにした。

さらに�日後、藁を開けるʜ「納豆の匂いがڧくなってる！」「でもまだωόωόしてない
よʜ」「ে༉かけてみたら？」「ϚθϚθしたらωόωόするんじΌない？」と言い、匂いは
納豆にۙいているものの、糸が引いていないことに納ಘできない様子の子どもたち。そこで
保育者が、「どうしたい？」と子どもたちの意思を֬ೝすると、「もうҰ回やってみよ
う！！」と意欲తなえがฦってきた。そして子どもたちは、「なんでできなかったんだΖ
う？」「࣍はどうしたらྑいかな？」と、Ұੜ໋ݒにߟえた。今まで調べたຊをಡみฦした
り、納豆を作ったことがあるという保育者にをฉきにߦったりと、Ұ人Ұ人が自分にできる
ことをߟえてߦ動する姿が見られた。

「糸が出る納豆を作Ζう！」

納豆の図ؑの「糸が引いていない納豆のイラスト」にؾがいた子どもたちは、「これ！糸出てないよ」「΅くたちが作った納豆
とҰॹだよ」「温度が下がったからだってॻいてある」と見けて言った。そして、「温かくするのがりなかったってこと？」
「じΌあ、ྫྷたくならないようにしないと！」「͓布団にೖれたら温かいんじΌない？」「夜͓෦פくなるから、ઌੜ͓家に
持って帰って」「ストーブのॴに置いて͓いてね」などとし合い、作ることになった。



大豆の温度が下がらないように、茹でた大豆を急いで藁に詰め、タオルや毛布でくるみ、夜は保育者が家に持ち帰りストーブの前
に置いた。

大豆を藁に詰めて２日後、子どもたちは、ドキドキしながら藁を開けて見る。
思い思いに関わり、「納豆の匂いするね」「あれ？前と同じ？」「えー」「でも、待って！スプーンで混ぜると糸が出
た！」「やったー！」「納豆できた！」と、口々に言い、納豆ができたことを喜ぶ。

その後の出来事

クラス便りで納豆研究の様子を何度も保護者に伝えていたので、保護者も“面白そう！”と感
じ、自宅で調べて納豆作りをしたり、「“納豆”でも（納豆を使っても）、大豆を納豆にさせ
ることができるんだよ！」と、園に納豆を持ってきたりする子どもがいた。

今後の方向性

やってみたいと思ったことを、自分たちで実現させてきたことで自信や意欲が高まり、様々なことに挑戦してみようとする姿が見
られるようになった。子どもたちの興味はどんどん広がり、好奇心を発揮して、身の回りの環境に関わっている。子どものつぶや
きや心の動きを見逃さず、興味をもったことに存分に関わる環境を保障していけるよう、職員全員で連携を図り、園全体で子ども
を見ていくことが大切となってくる。子どもの素直な好奇心から出てくる『知りたい』『やってみたい』という思いを、その時
に、すぐに調べたり試したりするなど、実践へと繋げられるようさらに環境を整えていきたい。
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